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要旨 

本 では の ー の 化の 与 に と 教との があるという

説を した。一般大 生 336 を と 教を していない としている

の 度の差を した。その結果 各 の 度に有意な差は できなかっ

たため と 教を しても の ー は 化しない可能性が示された。 
 
1.  

理 ンセリン は 理 に基づいた介 技 の であるが 教を

に持つものも なくない。例えば 内 （ 本, 1965） ン ル ス

（Kabat-Zinn, 1990）などは 教を に持 ながら その 教性を した 理 であ

る。また 理 の 源が 教であるとする論考（e.g., , 2014; , 1995）も多

く 関係の さがうかが れる。しかし その一 で き こされた 教によ

る地下 リン事 などの報 を通して 教に する一般的な ー が 化している

こと（井 , 2016）なども報告されている。そのため 理 ンセリン を

する ン が 教と 理 を している場合には 実 される 理 にな

らかの が生 るかもしれない。したがって 理 は 理 を実 するにあ

たって ン の 理 ンセリン に する理 に 意する必要がある。 
とこ で 理 の一 でもある は 理 の に大きく してきた

（ , 2014）にも関 ら 一般的な に する ー は い（中 ・ 井・大

・今井 , 2022）。そのため を した ン に を行う場合

ン に する な 理教 によって 的な 現 を理 さ る必要がある。

以 から が一般的に い ー がもたれ すく と 教との

がある場合には より の ー が 化している可能性がある。そこで本 では

が 教を していない としている の 度を した。 
 
2.  

本 では 一般大 生 336 の 力を得た。 19.32 であった。 
に する ー である 度を 度 度（ , 2009）で得た。 度

は 12 目（例 は があれば をかけられてみたい。）で 成され を 4
で求めた。 度は高得 になるほど への ー が であることを示す。 
また を う と 教の関連を う自 の では と 教は関連

していると いますか その理 を いてく さい。 といった に さ た。

から 教との関連がないと考えられる を 0 あると考えられる を 1 と ー 化し

けするための として用いた。 
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（ ） 指 を全体指 へ生かす 

多くの 指 を通して、 一 一 の理 度を し、 の実 に た 業 開を

することが大 と 。できたとこ までを 的に 付けすることで、 の意 を高

め、 の の場での発表への自 にも繋がると理 した。 

 

. 業実 と考  

 業を通しての考 は、大きく けて つある。１つ目は、 の 業では、どのよう

なことを１ 生に えていきたいかを考える を けることで、 が主体的に びに か

っていると た。１ 生を って考えたり、 の を い出しながら考えたりして

いる から、 きな気持 で に でいることも かった。 つ目は、 を取り、

発 する かけの が大 と 。 を取ることで多くの意 が出ることが かった。 

  

．実 の成果と今 の課題 

 業 開に必要な がけで大 と ことが大きく けて つある。1 つ目は、

が意 をもって びを進めていくためには、 が を れているかをはっきり かる発

をすることが大 と理 した。 どもが ない発 どもが え すい発 にすること

が重要である。 つ目は、 発 さ りの発 によって、 の考えを めることがで

きるということ 。場 に て、主発 と 発 を い けることで、 は ・考え

を か ることができるのではないかと考えた。 

今 は、さらに 教 との連 を図り、 体 を重 した 活 において、気付きの

を高める指 の を く していきたいと考える。加えて、 の 味・関 を びの

出発 として、実 に れたり、 と え合ったりすることで びを めていくことができ

るような支 がけについても でいきたい。 

 

 

・藤 しさ、 かる びを実 できる 業づくり 主体的・ 的に び合う

を通して  

（https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/14782/01report_fujita.pdf） 

( 4 10 18 22 35 )                           

・ 井 業づくりの め よい 業 をデ ンするための つの  、

ル  、2020、198 ・210  

 

 

 お しい中、多くの指 、たくさ の 配 をいた き、 力をしてく さった 期 ー

ル 実 の先生 には、大 お になり、とても しております。この場をお りして、

く し ます。 

－59－



3.  

ま 力者を 206 の と 教を していない （M = 2.77（SD = 
0.70））と 130 の と 教を している （M = 2.89（SD = 0.65））に した。

に のない t により各 の 度得 の差を したものの 有意差は

されなかった（t (334) = -1.61, n.s., d = -0.18）。結果を Table 1に示した。 

 
4.  
本 では と 教の が 度の 化の 与 であるという 説は支

持されなかった。これは 教を に持つ ン ル スなどの （e.g., 
, 2021; , 2014）などが の とつかもしれない。今 も 一般的な に する

ー の 化の 与 を する必要がある。 
 

5.  

本 は 大 の今井 に多大な 力を得た。この場を りて

し る。 
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M SD M SD

2.77 0.70 2.89 0.65 -1.61 .108 -0.18

t p d

Table 1 と 教は していない としている の 度のt 

と 教を
していない

（N  = 206）

と 教を
している

（N  = 130）
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